
参加者
親子９組
２３名

げんき里山にある「カブトムシの館」の葦(ヨシ)の葺き替え作業
を約２年間かけて行いました。葺き替えのために使った葦は、
木場潟公園でチーム員達が刈り取ったものを使用し、延べ４１５
人が作業に携わって完成しました。新しい館は入口も広く、屋
根も形状が変わりました。完成記念にオープニングセレモニー
を開催し、ご協力頂いた関係各位に感謝状をお渡ししました。

今年一緒に活動をした園児達との最後のイベントでした。
ＯＢスタッフが杵でもちをつき、手返しするのに合わせて「よい
しょ～！はい！」と大きな声で何度も応援してくれました。ＯＢの
サポートのもと、園児達も餅つきをし、自分達でついたお餅にき
な粉とあんこをつけてみんなで美味しく頂きました。自分達で育
てたもち米で作ったお餅を「おいしい～！」と言って、たくさんお
かわりをしていました。

応募開始１５分で定員に達した人気教室。自分達で作った正月
飾りで新年を迎えるために、家族で協力しながらミニ門松を作り
上げました。イベントでは、松・竹・梅・南天・折鶴を飾り付けて完
成ですが、『家に帰ったら水引を加えて飾ろう！』と話す参加者も
いらっしゃいました。２０２０年が素敵な１年になりますように。

１２/１４
(土)

参加者
子ども
２５名

「サイエンスヒルズこまつ」で開催され、“磁石を使って砂鉄で
顔メイクしよう～砂鉄のより分け体験と顔メイク工作キットの
組立～”として、砂鉄をテーマに出展しました。

参加者には海岸の砂から砂鉄をより分ける体験などをしても
らい、工作では写真立ての中にイラストと砂鉄を入れて、磁石
を使って色々な髪形や髭を作り、楽しみながら科学を学びま
した。

わくわくコマツ館に飾るしめ縄は、約３メートルもの長さがあり、
１１人がかりで制作に取り組みました。藁をしめていく作業は
息を合わせなければならず、完成する頃にはみなさんの額に
はきらりと光る汗が輝いていました。今年も立派なしめ縄が完
成し、展示室の入り口に設置しておりますのでご来館の際は
ぜひご覧下さい。

里山自然教室
『親子でミニ門松を作ろう！』

里山イベント部会 カブトムシ飼育チーム今回の理科教室は第１００回目の開催となりました！
講師は、第２回の教室から何度も講師をして頂いている

湯浅紘二さん（８０歳）です。光ファイバーの原理を水と煙が
入った水槽等を使って実際に実験しながら学び、工作では光
ファイバーで“緑と赤に光るオブジェ”を作りました。

活動内容の詳細は、
こまつの杜ホームページ「活動報告」に掲載しております。
ぜひご覧下さい。

２０２０年
１月号

こまつの杜HP

１２/１２
(木)

年長児
３８名食育活動『もちつき』

認定こども園 ちこう

里山イベント部会里山イベント部会

『しめ縄づくり（後半）、しめ縄設置』

『光ファイバーで
“光のオブジェ”を作ろう！』

『わくわくクリスマス』

『サイエンスフェスタ２０１９』
に出展！

完成したよ♪

１２/５
１２/１７

参加者
子ども
１７名

１２/１４
(土)

スクスク教室部会

オープニングセレモニーにて建機の下絵が印刷されたプラバンに色をぬって焼き上げ、クリ
スマスチャームをつけて世界にひとつだけのキーホルダーをつ
くりました。好きな色をぬったり絵をかいたりして、キーホルダー
が完成すると、みんなにっこり、素敵な笑顔を見ることができま
した♪

参加者
子ども
４３名

１２/２１
(土)

１２/７
・１４・２１

(土)

１００回
理科教室

ホームページへは

こまつの杜

１２/１０
(火)

湯浅紘二先生


